
　原材料メーカーや各種資機材の調達先をはじめとするサプライヤー
は、お客さまの毎日を豊かにする製品やサービスを提供し続けていく上
で重要なパートナーです。ファイントゥデイグループは、各サプライヤー
との対話と協働を通じてサプライチェーンを強化するとともに、コンプラ
イアンスや人権、環境保全などあらゆる面で責任ある調達活動の推進に
取り組んでいます。
　ファイントゥデイグループでは、こうした考え方を各サプライヤーと共
有し、共に調達活動を推進していくために、「ファイントゥデイグループ 
調達方針」「同 持続可能な原材料調達ガイドライン」を制定しています。
また、これら方針やガイドラインに基づき、サプライヤーへの具体的な要
請事項をまとめた「ファイントゥデイグループ サプライヤー行動基準」を
定めています。サプライヤーと新たに取引契約を締結する際は、行動基
準の順守を求める項目を契約書に盛り込み、サステナビリティへの取り
組みを強化しています。

基本方針

ファイントゥデイグループ 調達方針

調達理念
私たちは、「世界中の誰もが、素晴らしい一日を紡ぎ、いつまでも美しく、
豊かな人生を送れるようにすること」というパーパスのもと、調達活動を
通じて、以下の実現を目指します。
● 「最適なコスト」と「最高の品質」、「タイムリーな商品・サービス」の提供。
● 人権を尊重した社会と、環境を配慮し人も地球も美しく共生する持続

可能な社会。

私たちは、上記理念の下、こころざしを共にするお取引先と以下の方針
で取引を行います。

基本方針
● よきパートナーシップの構築

私たちは、強固な信頼関係を基盤にお取引先と新しい価値をともに創
造（共創）し、互いに進化・発展していくことを目指します。

● 公正な購買取引
私たちは、公正・透明・自由な競争、ならびに適正な取引を行います。

● 契約の履行
私たちは、高い透明性と倫理観に基づき購買取引に関わる契約・ルー
ルを厳守いたします。

● 責任ある調達の推進
私たちは、お取引先と法令遵守・労働慣行・人権尊重・紛争鉱物・環境
保全など社会の持続可能性責任の遂行にかかわる姿勢を共有し、取
引先にその自発的な取り組みを促します。

● 多様な価値観の尊重
私たちは、お取引先の異なる価値観に共感し、いままでにない新たな
発想やイノベーションを創出していきます。

ファイントゥデイグループ サプライヤー行動基準の主な要請項目

［Ⅰ］ 法令等の遵守

［Ⅱ］ 腐敗防止
 
 
 

［Ⅲ］ 人権の尊重
 
 
 
 

［Ⅳ］ 安全かつ健康的な労働環境
 
 
 

Web サイト
● ファイントゥデイグループ 調達方針
● ファイントゥデイグループ 持続可能な原材料調達ガイドライン
● ファイントゥデイグループ サプライヤー行動基準
https://www.finetoday.com/jp/sustainability/esg-list/

4．情報セキュリティ、知的財産・
機密情報・個人情報の保護

5．情報公開

1．贈収賄・汚職等の禁止
2．公正さを欠く贈答接待の禁止
3．不正な取引の禁止

5．労働法令の遵守
6．労働組合を結成する自由
7．先住民の権利の尊重
8．移住労働者

1．差別の禁止
2．虐待・ハラスメントの禁止
3．強制労働・人身売買の禁止
4．児童労働の禁止

1．安全かつ健康的な施設
2．労働災害・疾病の予防

3．災害対策

［Ⅴ］ 環境保全

［Ⅵ］ 品質保証とトレーサビリティの確保

［Ⅶ］ 救済措置

［Ⅷ］ 協力事業者への要請

社会

サプライヤーとの関わり 
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サプライヤーとの関わり 

　ファイントゥデイグループは、2023 年 4 月から生産も行うメーカーとな
りました（→P03）。サプライチェーン全体で責任ある調達活動を推進し
ていくために、製品のパッケージ、原材料などの生産用材や、OEM・
ODM など完成品のサプライヤーとは取引基本契約にサプライヤー行動
基準の順守を謳い、取引基本契約を締結しています。今後その順守状況
を確認するモニタリングを段階的に実施することを検討しています。
　具体的には、当社グループとの取引状況などに応じて、EcoVadis もし
くはそれと同等の第三者が実施するサステナビリティ評価の受審を依
頼。製品のパッケージ、原材料などの生産用材やOEM・ODM などの完
成品を扱う購買部門と、人権ワーキンググループ（→P15）が協働で、受
審結果や回答を分析し、課題事項がある場合は、その是正を促すPDCA
サイクルを確立・実行することを検討しています。また、是正措置につい
ては、第三者監査を利用して講じることを検討しています。
　なお、2022 年度に実施したサプライヤーに対するサステナビリティ評
価において、是正措置の対象となるハイリスクサプライヤーは確認され
ていません。

サプライヤー行動基準の順守状況の確認

対象となるサプライヤーのうち、サプライヤー行動基準に
署名したサプライヤーの割合

対象となるサプライヤーのうち、環境、労働、人権のいずれ
かに関する条項を含む契約の割合

対象となるサプライヤーのうち、CSR評価を受けているサプ
ライヤーの割合

対象となるサプライヤーのうち、CSR 実地監査を受けている
サプライヤーの割合

監査や評価を受けたサプライヤーのうち、是正措置の対象
となったサプライヤーの割合

※ 製品に関するパッケージ、原材料などの生産用材、OEM・ODM などの完成品のサプライ
ヤーに限る。

　持続可能な調達には人権問題が深く関わります。ファイントゥデイで
は、2022年度、全従業員を対象に「人権・コンプライアンス研修」をeラー
ニング形式で実施したほか、ビジネスと人権に関してとくに理解を深め
る必要のある部門の従業員を対象に外部講師によるセミナーを2 回に
分けて実施しました。
　また、2023年3月にはファイントゥデイの全従業員を対象に、人権・コン
プライアンス研修と合わせてサプライチェーン上に潜む人権問題の調査
も含めたアンケートを実施しました。このアンケートを初期アセスメント
として、回答結果を分析し、社内の人権に関する課題を抽出しました。
今後は、抽出した課題への対応方針を検討・実施していく計画です。

教育・研修

　ファイントゥデイグループは、製品の主要原材料の1つとしてパーム油
を使用しています。パーム油の搾油や、その供給源であるアブラヤシの
栽培に関しては、環境、人権などの面からさまざまな課題が指摘されて
いることから、ファイントゥデイは 2022 年 4 月にRSPO（持続可能なパー
ム油のための円卓会議）に加盟しました。

持続可能な原材料調達

参照 P35　人権に関する教育・研修の実施状況

2022 年度サプライヤーアセスメントの概要

業務委託先である（株）資生堂が実施し、ファイントゥデイグループに関わるサプライヤー※

に限定したアセスメントの結果です。

社会
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